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ＮＢＵ日本文理大学の概要2

1967年創立

前身は大分工業
大学

1982年より
現在の校名に



本日のトピックス

ＮＢＵの教育理念と人材育成の方針

ＮＢＵでのこれまでの
学生のコンピテンシー評価

ＰＲＯＧテストによる学生評価

今後の活用方針と予定

まとめ
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ＮＢＵの教育理念と
人材育成の方針
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5 産業界のニーズである人間力の育成は本学教育課程の根幹

【学部構成】
工学部

経営経済学部



ＮＢＵでの「人間力」の
とらえ方

地域経済社会の発展のリーダーとなる産業人へ

実社会を力強く生き抜くための人間力

専門能力

各学科の
専門教育科
目で身につ
く力など

職業能力

職業観や情
報スキル、
読み・書き
・計算など

社会人基礎力

「前に踏み出す
力」
「考え抜く力」
「チームで働く
力」

こころの力

「自分らしい
生き方を考え
る力」「相手
を思いやる
力」など

リテラシー能力とコンピテンシー能力の測定は必須！
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「ＮＢＵ人間力育成プログラム」
の体系イメージ

NBUで身につけた力の集大成

【 卒業論文・ 研究】

スペシャ リ スト と し ての真の実力を養う

【 専門教育科目】

人間力の土台をつく る

【 教養基礎科目】

知識習得型
教育

基礎学力

専門知識

職業観

倫理観

語学力

情報スキル

環境教育

実践型教育

ワーク ショ ッ プ型
授業

◎社会参画プロジェ ク ト

◎地域・ 企業連携�
　 プロジェ ク ト

◎卒業研究 など

入学 START

卒業 GOAL

STEP1

STEP2

STEP3

N BUチ ャ レ ン ジ プ ロ グラ ム
ク ラ ブ・ サーク ル活動、 資格講座、 イ ンタ ーンシッ プ、

ボラ ンティ ア活動など様々な正課外プログラ ムでも 人間力を育てます。

4年間を通し て
「 知識習得」 と 「 実践」 をく り 返し

ステッ プアッ プを目指す

循環型教育
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各科目の成績評価の考え方
～シラバスでの各項目の関係～
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３つをセットで考え
なければ意味がない

学力以外の能力の
適切な評価が重要



ＮＢＵでのこれまでの
学生のコンピテンシー評価
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NEQテストによる客観評価
～現3年生の成長（平均値）～
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56
自己肯定能力

自己調整能力

堅実的態度

自己実現能力

対人関係維持能力

対人関係発揮能力

社会意識

社会貢献志向

人や生き方への態

度

畏敬の心

入学時

1年終了時

2年終了時

これまでは主に「こころの力」を測る客観テストを導入

(財)労務行政研究所のテスト
偏差値で表示



2

3

4
主体性

働きかけ力

実行力

課題発見力

計画力

創造力

発信力

傾聴力

柔軟性

状況把握力

規律性

コントロール力

ストレス

入学時

1年終了時

2年終了時

社会人基礎力の自己評価
～現3年生の成長（平均値）～
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「社会人基礎力」は自己による直接評価を実施

５段階の自己評価



1年次：「社会参画入門」「社会参画実習１」
目標：人間関係形成能力の育成

大学に対する「構え」の構築
※担任制授業，後期学部混成

2年次：「社会参画応用」「社会参画実習２
＜企業課題型／キャリア開発型＞」

目標：将来設計能力の育成
※担任制授業（工），クラス授業（経）
企業課題型は人間力育成センター主管

3年次：「社会参画演習＜地域課題挑戦＞」
目標：地域･社会への貢献

※人間力センター主管

12 人間力育成の具体的取組
（社会人基礎力コア科目）

地
域

企
業

学
内



事例：社会参画実習１
（１年後期・ 教養基礎）

担当： １年次生担任全教員

昨年度は20クラス82チーム
各クラスとも学部混成で30名以内で構成。
その中でチーム編成し，1チームは５～６名

テーマ：「学内施設の改善提案」を主とした
学内ワークショップ

大学生活の場である学内や地元・大分に関心
を向けることで，学生の学習に対する姿勢や
大学・地域に対する愛着を社会人基礎力，人
間力を成長させながら植え付けていく
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14
ワークショップ

学内調査
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成果発表準備

合同成果発表会



社会参画授業における
学生指導の現状と課題

学部を越えたチーム編成で，新たな学生や教員と交流
する機会を提供
→ 社会での「チームで働く力」を強く意識
→ 人間力を実践で鍛える手段

所属学部の異なる教員でのチームティーチングにより
指導力が向上 → 一方で全教職員が関わる限界

課題：

学生個人の資質や能力，目標に基づく指導法の確立

ワークショップの指導力のさらなる向上

適切な成績評価方法の確立
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ＰＲＯＧテストによる学生評価
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コンピテンシー領域の結果
（２年生全体平均）
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本学で比重を置いているコンピテンシー能力の着実な成長



社会参画実習１の修得状況による
コンピテンシー評価の違い

単位修得学生の平均値 単位未修得学生の平均値
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N=56
N=394

未修得学生は全体的に高いが「協働力」が極端に低い！



今後の活用方針と予定
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学生指導と
教育プログラムでの活用

担任面談等での年次目標の設定と振り返り

→ 弱い力や伸ばしたい力を伸ばすための意識化

→ リテラシー能力とコンピテンシーのバランス
を考慮した学習内容や参画すべき活動の

指導

教育プログラムの改善や提供

→ 理想とするOB・OGとのギャップを埋める
プログラムの開発

→ 各能力を意識的に伸ばすことのできる
プログラムの開発
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ＦＤへの展開

人間力教育で重要な
教職員間の情報共有・意思統一を図る

本学が育てる人材の理想像の共有

→ OB・OGテストの活用

学生面談と学生指導法，アクティブラーニング
等の教育法のさらなる向上

→ PROGテストの理解と指導法の研修

成績評価への活用の検討
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全学での学生サポートでの活用

→ ＩＲなどでのデータ活用

→ 時系列でのデータ取得の必要性

エンロールマネジメントへの拡張

さらなる展開の可能性
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まとめ

人間力教育の評価手段として，ＰＲＯＧテストは
有効な手段となり得る

→ リテラシー能力とコンピテンシー能力を
同時に評価することが重要

学生が意識的に能力を伸ばすための教職員の適切
なアドバイスとそれに連動した教育手法の習得が
重要

大学独自の人材育成像を明確化することが重要
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